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⽣成ＡＩの教育活動や校務での活⽤に向けて01

画像⽣成調べ物

⽂書作成

生成ＡＩの活用について、国のガイドラインや
都立学校生成ＡＩ利活用ガイドラインを紹介します。

⽣成ＡＩの教育現場での活⽤が推進されて
いるけど、実際どうすればいいの？

私の所属では、
何かルールや注意点があるのかな？



⽣成ＡＩの教育活動や校務での活⽤に向けて01

「初等中等教育段階における⽣成ＡＩの利活⽤に関するガイ
ドライン(Ver. 2.0)」
（⽂部科学省 初等中等教育局 令和６年12⽉26 ⽇付：
https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_shuukyo0
2-000030823_001.pdf）

「初等中等教育段階における⽣成ＡＩの利活⽤に関するガイドライン
(Ver. 2.0)」（⽂部科学省 初等中等教育局 令和６年12⽉26⽇付）では、

‧「学校現場における⼈間中⼼の⽣成ＡＩの利活⽤」
‧「⽣成ＡＩの存在を踏まえた情報活⽤能⼒の育成強化」
‧「学校現場において押さえておくべきポイント」
等が挙げられています。

⽣成ＡＩを利⽤する際には、これらを押さえた上で、
必ず東京都や各区市町村のセキュリティポリシーやルール、
ガイドライン及び⽣成ＡＩサービスの利⽤規約を遵守し、
教育活動や校務への利⽤をお願いします。

国のガイドラインについて紹介します。

国のガイドライン

https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_shuukyo02-000030823_001.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_shuukyo02-000030823_001.pdf


⽣成ＡＩの教育活動や校務での活⽤に向けて01

「都⽴学校⽣成ＡＩ利活⽤ガイドライン 
Ver.1.0」
（７教総デ第312号 令和７年５⽉９⽇付
：https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/GenAI/
GenAI-guideline_v7_5.pdf）

都立学校生成ＡＩ利活用ガイドラインについて紹介します。

都⽴学校⽣成ＡＩ利活⽤ガイドライン

都立学校で生成ＡＩを活用する際の「使⽤できる⽣成ＡＩ環境」や、都立学校生成ＡＩを活用する際の
「都⽴ＡＩスマートルール」などを⽰しています。各区市町村においては、教育委員会でガイドライン
を作成する際や、各区市町村立学校の教育活動及び校務での活⽤に向けた参考としてください。

https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/GenAI/GenAI-guideline_v7_5.pdf
https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/GenAI/GenAI-guideline_v7_5.pdf


⽣成ＡＩの教育活動や校務での活⽤に向けて01

⽣成ＡＩは協働学習や思考を⽀援し、⽣徒の主体的で深い学びを実現する強⼒なツールです。
⽣成ＡＩを利⽤する際は、東京都や各区市町村のセキュリティポリシーやルール、ガイドライン
及び⽣成ＡＩサービスの利⽤規約を遵守してください。

「⾼等学校２学年 情報Ⅰ『プログラミング』」

「買い物で⽀払いとおつりの硬貨を
最少にする⽅法」を考えるプログラ
ミング学習です。⽣成ＡＩを技術的
なサポート役とすることで、従来時
間がかかっていた⽂法の習得ではな
く、「どうやって問題を解くか」と
いう思考そのものに集中できまし
た。友⼈と対話して解決策を探る協
働的な学びも⽣まれ、プログラミン
グ⾔語を⾃然かつ主体的に習得する
機会となりました。

「肢体不⾃由特別⽀援学校⾼等部３学年 情報Ⅱ
『情報社会の発展と情報技術』」

 特別⽀援学校の授業で、⽣徒が考
えを深める「対話相⼿」として⽣成
ＡＩを活⽤しました。「情報技術の
発展と情報格差」について意⾒交換
する中で、⽣成ＡＩが⽰す多様な視
点や反論が、⼀⼈では⾏き詰まりが
ちな⽣徒の思考を広げるきっかけと
なりました。⽣成ＡＩを⾃⾝の⽬的
に応じて積極的に活⽤する姿も⾒ら
れ、個々の思考を⽀援し学びを深め
る重要なツールとなりました。

 ⽣成ＡＩとの対話で深まるプログラミング学習  少⼈数でも豊かになる対話的な学び

今年度、授業等で使える⽣成ＡＩ「都⽴ＡＩ」を全都⽴学校に導⼊しています。具体的な活⽤場⾯を紹介します。

具体的な活⽤場⾯のご紹介



デジタル利活⽤推進教員育成研修の実施報告02

デジタル利活⽤推進教員育成研修について、
簡易レポートの回答結果の⼀部を紹介します。 簡易レポートの結果①

『⼀部の教員が活⽤』が最も多い⼀⽅、『ほとんど活⽤できていない』とい
う回答は⾮常に少なく、授業中の双⽅向性のあるデジタル活⽤が各校で進ん
できていることが分かります。

授業中における教師⽣徒間‧児童⽣徒同⼠などの双⽅向性のある
デジタル利活⽤状況を教えてください。デジタル利活⽤推進教員育成研修とは

都内の全公⽴学校約２２００校の情報教育担当教員等が参加
する悉皆研修です。
今年度は、令和７年７⽉28⽇（⽉）にオンラインで実施いた
しました。
御参加いただいた先⽣⽅には、各校での還元研修をお願いし
ています。



デジタル利活⽤推進教員育成研修の実施報告02

簡易レポートの結果② 簡易レポートの結果③

『組織的‧系統的な情報活⽤能⼒の育成』が最多で、学習指導での
活⽤やICT環境の整備、アプリ活⽤にも⾼評価が集まり、校内にお
けるICTの体制強化が求められている現状がわかります。

満⾜度に関しては、87％の参加者が肯定的な回答をしています。
⾃由記述からは、今後の研修テーマとして「⽣成ＡＩの最新事例とリス
ク管理」「ICTを活⽤した授業改善」「校務の効率化ツール」「情報セ
キュリティの強化」など、実践的‧実務的なテーマへの要望が多く⾒られ
ました。
来年度の研修の参考にさせていただきます。

校内でデジタルの利活⽤推進のために今後必要だと考
えていることについて教えてください。
（主なものを三つまで選択）

研修全体を通しての満⾜度はいかがですか？

研修に御参加くださった先⽣⽅、ありがとうございました。研修当⽇の資料は特設サイトからダウンロード可能です。
毎年⽂科省が⾏っている「学校における教育の情報化の実態等に関する調査」では、「教員の研修参加状況」についての設問があります。
本研修を受講した先⽣⽅は、11⽉10⽇までに勤務校での還元研修の実施をお願いいたします。



みんなでアプリ作ろうキャンペーン第２弾「ハッカソン２０２５」実施報告03

令和７年８⽉４⽇‧５⽇‧７⽇‧８⽇の４⽇間、
「ハッカソン２０２５」を実施しました。

都⽴学校 47⼈

国‧私⽴学校 22⼈

区市町村⽴学校 22⼈

合計 91⼈

ハッカソン2025 参加⼈数

「ハッカソン2025」結果ページ
https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/hackathon2025_result/index.html ５分間ダイジェスト動画

https://youtu.be/BwvjMjumdcA

https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/hackathon2025_result/index.html
https://youtu.be/BwvjMjumdcA
https://youtu.be/BwvjMjumdcA
https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/hackathon2025_result/index.html


みんなでアプリ作ろうキャンペーン第２弾「ハッカソン２０２５」実施報告03

APP POINT
掃除の“めんどくさい”を減らし、掃除に新たな付加価値を⽣み出すアプリです。写真をもとに、掃除す
べき場所や作業時間を⾃動で提案します。進捗も⾒える化され、掃除のハードルをぐっと下げてくれま
す。掃除に新たな報酬を追加し、きれいにする以外の⽬的を掃除にもたせてくれます。

最優秀賞

APP POINT
ＡＩとの会話から作成される⽇記で⾃分を深く理解できるアプリです。
⽇記からの性格分析やカレンダー連携、ワンポイントアドバイスなど
⾃⼰理解と成⻑を⽀援するアプリです。

優秀賞

アプリ名
CLIME（クライム）

チーム名
禰蛇巍糲爆裂無双（ねたぎればくれつむそう）

アプリ名
⾃分⽇記（ジブンニッキ）

チーム名
NIT Komaba Lab（エヌアイティ コマバラボ）

APP POINT
⽇記⼊⼒を通して⾃分の感情や⽣活習慣などを⼊⼒すると、ペンギンが友達
のように親⾝になって、気持ちを汲み取ってくれたりスケジュールを提案し
てくれたりします。ログインボーナスでペンギンの着せ替えアイテムがもら
え、ユーザーが毎⽇⼊⼒することをサポートします。

アプリ名
Penguide（ペンガイド）

チーム名
廿（にじゅう）

優秀賞

最優秀賞チームと優秀賞チームを紹介します。おめでとうございます！
その他、17チームのアプリが「ハッカソン2025」結果ページに掲載中です。
どのアプリも素晴らしいので、ぜひ御覧ください。みなさん、お疲れ様でした！

アプリアイコンをクリックすると、

アプリ動画を視聴できます。

https://www.youtube.com/shorts/bkQVRqKOx9M
https://www.youtube.com/shorts/DE4HJQG5zS0?feature=share
https://www.youtube.com/shorts/aiaNU1DNzuM?feature=share
https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/hackathon2025_result/index.html


学習指導要領に⽰されている資質‧能⼒を育むには、
指導⽅法、学習⽅法、学習環境等を更新し、最新のものにする必要があります。

また、Society5.0に向けて、
ICT機器及び環境というハード⾯と、それらをどう利⽤していくか、
授業そのものをどのように構成するかというソフト⾯の
両⽅のアップデートが求められています。

そこで、これからの
「学び」を最新のものに「アップデート」していただくことを願い、
本通信のタイトルを『学びのアップデート』としました。
東京都教育委員会のホームページにも掲載する予定です。

学びのアップデート
Society5.0に向けた⼀⼈１台端末の活⽤のための実践事例通信
第30号 令和７年10⽉10⽇発⾏ 東京都教育庁総務部デジタル推進課
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